
令和４年度 道・絆プロジェクト
三陸ジオパーク及び認定ガイド活用のためのモニターツアー事業

■主たる実施団体
・宮古市三陸ジオパーク推進協議会（事務局：宮古市 産業振興部 観光課 ジオパーク推進係）
・みちのりトラベル東北（ツアー主催販売）
■協力団体 ※いずれも宮古市三陸ジオパーク推進協議会会員
・(一社)浄土日和 ・岩手県北自動車(株) ・(株)川井産業振興公社 ・(株)新里産業開発公社 ・(株)宮古地区産業振興公社

１ 事業概要、目的

「ジオパークを通じて三陸沿岸地域内・外の交流人口拡大を目指す」という三陸ジオパークの活動趣旨により、地域の観光事業者が一体となって「宮古
盛岡横断道路」の全線開通で身近となった宮古市の三陸ジオパークを、認定ガイドが案内するモニターツアーを実施し、新たな観光資源と人材の活用に
取り組み、地域連携の強化と経済の活性化を図ることを目的とする。

２ 実施体制

■実施日時 令和４年11月５日（土）午前８時から午後５時30分まで

■販売価格 税込3,000円

■参加人数 28名（申込者30名、直前に２名キャンセル）

■ツアー行程
盛岡駅西口(8:00発)🚌①道の駅区界高原・周辺の散策(8:45～9:25)🚌②鈴久
名・閉伊川と旧道の渓谷美を散策、③川井特産品工場で試食(10:05～
11:20)🚌湯ったり館※秋の味覚の昼食(12:10～13:00)🚌④道の駅みやこ・
宮古湾の解説(13:30～14:10)🚢⑤遊覧船🚢道の駅みやこ※買物(15:00～
15:25)🚌⑥道の駅やまびこ館※休憩(16:15～16:35)🚌盛岡駅西口(17:30着)

■ツアーのポイント
・区界高原や閉伊川沿いの旧道を三陸ジオパーク認定ガイドと歩き、絶景の

紅葉を楽しみながら、内陸と沿岸を結ぶ宮古街道の歴史を学ぶ。
・新しい遊覧船に乗り、「海から見るジオパーク」を楽しむ。
・復路は宮古盛岡横断道路を利用し、便利になった「宮古街道」を実感する。
・ツアー終了後にアンケート調査を行い、検証結果を共有して三陸ジオパー

ク及び認定ガイドを活用したツアーの造成を目指す。

３ 実施内容

■対象者（ターゲット）

岩手県盛岡市周辺に在住の、知的探求心があり、自然を楽しみたい
シニア層

■周知方法
岩手日報広告
（令和４年10月10日月祝 掲載）

４ 対象者、周知方法など
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岩手日報に掲載した
モニターツアーの募集広告



５ 実施状況（写真）

６ 総評

■ アンケートでは「普段歩くことのない所への訪問がよかった」「説明を聞いて外を見ると景色が違って見えた」などの感想が多くあった。三陸ジオ
パークを訪問したことがある参加者は約４割だったが、ツアーを通してジオの楽しみ方を伝えることができた。「次回来る時はゆっくり立ち寄りた
い」という声も複数もあり、今後の再訪が期待できる。

■ 宮古盛岡横断道路について、往路の車内では内陸と沿岸を結ぶ「道」にスポットを当て、ガイドが宮古街道の開削の歴史を解説した。復路はほぼノン
ストップで盛岡へ向かうことで、現在の“内陸と沿岸の近さ”や“道路の便利さ”を実感できて、利用促進につなげられたと思う。

■ ツアー実施に当たり「ガイド付きで自然や歴史を学ぶ旅が好きな層は、料金が高くても参加する」という仮説を立てたが、モニターツアーの設定料金
が安過ぎたこともあり、今回の結果では検証できなかった。まだサンプル数が少ないため、今後もモニターツアー及び調査を継続し、地域の事業者と
ともにジオツアーのブラッシュアップを図りたい。

見学地①道の駅区界高原
区界高原の気候や地形の解説

見学地②川井地区鈴久名
紅葉の集落を歩く

見学地②川井地区鈴久名
閉伊川と鈴久名川の合流点を観察

見学地③川井産業振興公社工場
紫蘇や大根を使った特産品の試食

参加者お土産
宮古公社の特産品

昼食（新里地区・湯ったり館）
サクラマスなど特産品の昼食

見学地⑤遊覧船・宮古うみねこ丸
（一般客と同乗）

見学地④道の駅みやこ
遊覧船乗船前に宮古湾の解説
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